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国

富

統

計

汐

見
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郎

第

二

緒

言

我
国
に
財
産
税
を
設
-
べ
き
か
否
か
に
関
し
て
は
､

種
々
の
見
地
よ
り
し
て
賛
否
の
諭
が
閲
は
さ
れ
て
ゐ
ち
.

亘 で 巽
は a) 質

成
諭
も
区
々
に
分
れ
て
ゐ
ろ
が
､
特
に
注
意
を
惹
-
議
論
は
､
財
産
税
が
国
富
統
計
に
役
立
っ
古
記
-
も
の

ち
.
財
政
挙
上
種
々
の
議
諭
あ
る
中
に

7
既
呉
れ
る
此
所
説
は
充
分
研
究
す
る
必
要
が
あ
ら
-
｡
国
富
統
計

如
何
L1･･
る
も
の
か
､
国
富
統
計
の
完
成
は
財
産
税
設
定
亡
如
何
な
る
閲
係
め
-
早
.
是
れ
正
に
考
究
す
べ
き

I
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す
ゐ
る
-
特
に
最
妃
に
至
っ
て
は
鵜
多
の
問
題
に
鷹
用
せ
ら
る
､
に
至
っ
た
｡
燭
逸
の
賠
償
金
決
定
に
際
し
,
敬

計

測
も
選

側
姦

通
の
琶

蛋

策
定
の
板
損
亡
し
,
軍
備
制
限
の
慧

曇

や
,
縮
少
諭
億

芸

者
の

灯
れ
も
が
日
米
間
閲
の
国
富
統
計
此
校
に
其
議
論
の
中
心
を
俊
い
て
ゐ
る
J
蓋
し

7
BEZに
存
す
る
人
u
･
英
人
の

所
有
す
る
富
力
U
は
密
接
不
離
の
関
係
を
有
し
､
何
か
重
大
問
題
が
生
す
る
で
'
人
を
勤
象
と
す
る
人
口
統
計
W
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万
'
起
債
力
等
の
算
定
に
常
･,
'
国
富
統
計
が
直
に
引
用
せ
ら
れ
る
'
昏
面
の
問
題
た
る
財
産
税
設
定
に
楓
し
て

…
畢
者
の
中
に
は
'
国
富
な
る
概
念
を
排
し
て
､
国
民
所
得
を
以
て
之
に
代
へ
芋
フ
亡
す
る
人
が
あ
る
'
果
し
て

‥具
か
｡
国
富
統
計
は
､
統
計
亡
し
て
如
何
程
の
贋
鮭
を
有
す
る
だ
ら
-
か
｡
特
_こ
財
産
税
賛
成
の

山
理
由
亡
し
て

紅
嘗
統
計
の
慧

最

へ
る
の
は
富

で
あ
ら
-
か
o
雷

の
聖

上
,
讐

畏

誉

慧

晶

に
し
･
次
に

第

二
国

富

の

限

定

国
富

(
V
o
ニ{SrcLChtun.)
は
'

1
名
国
民
財
産

(V
.)1LSV

er.TIagen
)
と
呼
び
'
コ

囲
重
機
に
屠
す
る
財
産
の

､引

総
和
｣
を
楯
す
｡
然
る
に
問
題
ど
な
る
の
は
､
国
富
と

国民

所
得
ど
の
関
係
で
あ
る
｡
国
民
所
得

(V
oZk
ser1k
o･

lm
一】en
)
と
は
'｢
一
国
垂
鰹
に
儲
す
る
所
得
の
総
和
｣
即
ち
｢
7
園
が

一
定
期
間
に
獲
緯
し
た
る
贋
済
財
の
親
量
｣
で

あ
る
.
然
ら
ば
'
国
富
国
民
所
得
の
何
れ
を
以
て
'

T
国
の
経
済
力
を
判
断
す
べ
き
か
'
恋
に
国
富
統
計
及
び
国

民
所
得
統
計
此
硬
の
問
題
が
発
生
す
る
事
と
な
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
､
､
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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通
説
で
は
'
国
富
統
計
よ
-
も
国
民
所
得
統
計
を
重
ん
す
べ
し
三
石
ふ
事
に
な
っ
て
ゐ
る
'
現
に
蒔
田
博
士
の

如
き
明
確
に
其
併
読
を
発
表
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
静
的
の
国
富
を
去
っ
て
動
鞄
の
国
民
所
得
に
赴
か
ん
ビ

財
産
税
TJ国
富
統
計
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十
四
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す

る
此

敦

は
､

確

に
異

理
を
含
ん
で
ゐ
る
'
然
し
同

1
の
幽
民
所

得

に
て
も

'
其

背

後

に
存
す
る
国

民
財
産
を
異

る
為
め
で
あ
る
｡
国
民
所
得
uこ
第

7
次
的
倍
値
を
附
す
る
は
余
も
是
認
す
る
所
で
あ
る
が
､
其
諭
投
を
按
張
し
て

頂

の
毘

宣

誓

足
し
誉

革
は
賛
成
し
讐

の
で
雪

'
寧
ろ
署

に
萎

哀

附
冨

品

し
.
賢

国
富
の
表
示
に
附
し
'
二
つ
の
方
法
が
存
在
し
て
ゐ
る
'

.I
は
物
の
統
計
を
ざ
る
見
方
に
し
て
'
他
は
貨
幣
慣

;
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'
三
者
はP

x
Q
-
V

u
)石
ふ
関
係
に
立
つ
の

で
あ
る
0
㌢
即
ち
貨
幣
の
購
買
力
は
絶
え
す
轡
動
す
る
を
常
W
す
る
'
故
に
国
富
の
資
額

た
る
Q
に
変
動
な
し
亡
す
ろ
も
'
P
が
壁
化
す
れ
ば
'
国
富
の
貨
幣
儲
値
V
に
も
自
ら
影
響
を
生
す
る
評
で
あ
る
0

貨
幣
慣
佑
V
の
統
計
は
'
結
合
的
で
7
日
瞭
然
た
る
鮎
に
於
て
'
か
の
灘
然
LJ
る
数
量

oゐ
統
計
上
り
優

っ
て
ゐ

る
が
､
物
慣
奨
動
の
所
柄
常
に
人
為
的
の
胡
諺
の
伴
ふ
な
免
れ
な
い
の
で
あ
る
'
此
鍵

に顧
み
r
戎
統
計
撃
者
の

如
き
'
困
宙
統
計
は
物
の
統
計
帥
ち
0
79
統
計
以
外
に
策
定
方
法
無
し
笠
石
っ
て
ゐ
る
O
然
し
断
片
符
の
数
量
を



海
然
羅
列
す
る
事
は
'
仝
-
整

凪
晩
で
あ
る
か
ら
'
是
を
誕
済
措
数
か
凧
か
L1こ
換
葬
し
結
合
せ
ね
ば
な
ら
聖

従

っ
て
人
膚
が
附
臆
し
て
来
る
の
で
あ
る
｡
満
月
｢
慣
値
の
共
通
分
樺
｣
た
る
貨
幣
に
塞
き
'
統
計
を
任
製
し
た
る
亡

同
じ
事
ど
な
る
の
で
あ
る
､
怖
し
て
此
革
た
る
や
'
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
'
国
民
所
格
統
計
に
於
て
も
免
れ
難
き

覇
艶
で
あ
る
｡
国
富
統
計
国
民
所
得
統
計
な
る
観
念
を
金
-
否
定
す
れ
ば
'問
題
は
な
い
'多
少
の
慣
値
を
詔
む
る
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以
上
は
'
貨
幣
贋
値

の統
計
を
王
とす
るよ
-
外
は
な
い
､
巽
は

其
よ-
生
す
る弊
害

を改
む
る
一

方故
と
し
て

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
▲
ヽ
ヽ

ヽ

物
の
統

計
を
も併
用
す
る
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ

次
に
国
富
の
範

囲
に
就
て
謙
称
を
進
め
る
0
掘
粧
説
亡
限
定
戎
W
に
分
れ
る
.
桜
張
祝
は
'
国
富
垂
鰹
を
洩
れ

な
-
調
べ
よ
う
と
し

て

ゐ

ろ
'
君
主
の
所
有
に
屈
す
る
富
'
国
家
其
他
の
公
共
国
債
に
展
す
る
も
の
'
私
人
の
所

＼

有

す
る
財
産
凡
て
を
包
含

せ
ん
と
す
る
が
此
説
で
あ
る
.
通
常
国
富
統
計
だ
科
し
高
閲
国
勢
此
敬
呈
耳
ふ
が
如
き

其
例
で
あ
る
｡
国
民
所
得
に
し
て
も
'
同
機
に
'
輩
に
私
人
の
所
得
の
み
な
ら
す
'
官
公
有
凡
て
の
所
得
に
及
ぼ

ん
と
し
て
ゐ
る
O
然
し
国
富
国
民
所
得
の
全
部
を
洩
れ
だl
-
捕
捉
す
る
事
は
､
其
自
身
が
困
難
な
る
の
み
な
ら
す

兎
に
貨
幣
に
換
昇
す
る
にこ
際
し
行
詰
ま
る
の
で
あ
る
.
往
々
二
重
の
誤
謬
に
陥
る
虜
が
あ
る
｡
故
に
何
等
か
の
限

界
を
施
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
D
然
ら
ば
国
啓
を
如
何
な
る
範
囲
に
限
定
す

べ
き
か
'
皇
室
財
産
又
は
国
有
財
産
に
限
る

べ
き
か
'
或
は
私
有
財
産
に
限
局
す

.(
き
が
の
問
題
を
生
す
る
｡
現
代
文
明
国
に
放
て
は
私
有
財
産
制
確
立
L
t

財
産
所
有
沓
利
収
得
の
大
部
分
は
私
<
の
手
に
行
ほ
れ
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
O
倒
へ
ば
国
勢
院
の
統
計
に
よ
れ
ば
'

財
産
枚
王
固
富
鉱
計

第
十
IEil盤
-(
節
r観

こ
こ
こ

こ
1〓
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(節

一
概

二
二
T
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t
三

二

我
国
の
国
富

綿
顔

中

八

六
空

八
百
六
十
億
団
の
ヰ
七
百
三
十
八
億

囲

)
は
私

有

に
厳

し
'
特

に
土
地
町
如
き
九
九

空

三
百
三
十
億
斑
の
中
二
百

二
十
六
億
囲
)迄
私
人
の
有
す
る
所
で
あ
tcn.
且
つ
国
民
経
済
の
特
質
LJ
る
流
通
経

済
貨
幣
超
滑
は
私
人
問
に
最
も
其
特
質
を
葎
拝
し
て
ゐ
ろ
'従
っ
て
国
富
'国
民
所
得
の
中
'
私
人
に
展
す
る
も
の

が
最
も
発
足
に
政
利
三
石
は
ね
ば
な
ら
e
O
彼
此
考

へ
合
は
す
特
'

7
国
の
経
済
力
を
測
定
す
る
標
準
亡
し
て
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
､
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

-

重
要
の
度
か
ら
す
る
も
'
又
計
算
の
稚
易
よ
り
す
る
も
-

私
人
の富
を
ESZ富
の
代

表
的
且
っ
正
確
な
る
も

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
､
1
'
F
'
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
JP

P
ヽ
ヽ
ヽ
J･ヽ
印

の
と
し

で
算
定
L
t
他

は
之
が
附
随
時

の
も
の
亡
し

て考
慮
す
べ
き
で
あ
るO

以
上
の

如
-
'
国
富
の
範

囲
は
私
人
の
富
を
中
心

E

L
'且
つ貨
幣
憤
値
に
よ
っ
て
此
を
琴
爪
せ
ね
は
な
ら
ぬ
｡

方
針
を
大
髄
か
-
定
め
'
調
査
方
鶏
に
移
る
0

第

lrr

国
富
統
計
町
調
査
方
法

国
富
統
計
の
調
査
方
法
dJ

稜
々
に
分
つ
事
が
出
来
る
.
国
富
大
髄
の
趨
勢
を
推
定
す
る
万
牲
亡
し
て
､
貯
蓄

銀
行
の
預
金
,
保
険
督
促
の
保
険
金
等
が
琴
げ
ら
れ
て
ゐ
,Qho
然
し
此
尊
の
数
字
は
間
接
に
国
富
を
反
影
す
る
に

止
ま
り
'
統
計
芭
し
て
は
極
め
て
幼
稚
な
る
部
類
に
慮
す
る
｡

国
富
を
直
接
に
輔
へ
よ
-
亡
す
る
方
法
は
､
凡
そ
三
種
類
存
し
て
ゐ
る
.
物
的
方
法
'
人
的
方
法
及
び
折
衷
方

鼓
が
之
で
あ
る
OW
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物
的
方
牲

(-)
;c
rL･aLC
IW
etI岩
(Lc)
は

t

I
名
客
牧
鞄
方
撃
y,
呼
び
'
各
種
の
富
に
つ
き
研
究
す
る
の
で
あ
る

人
的
方
法

(
D
ie
-
)e,S.
male
Me

lt"
d
e
)

は
'
或
は
主
戦
的
方
染
三
石
は
れ
'
国
富
を
其
所
属
者
に
つ
き
調
査

す
る
の
で
あ
る
｡

折
衷
的
方
法

(O
ie
m
enl山scllte
M
ettx,LTe
)
は
'

山
名
捉
合
法
ミ
呼
び
'
両
者
の
長
所
を
利
用
し
て
弼

べ
,tc
の

で
あ
る
｡

●
●

●

●

釘
が
合
計
空
ホ
し
て
ゐ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

五

万
辻
の
嘉

は'
賢

豊

恵

に
鷹
じ
て
分
類
し
得
る
儲
"
.
官
憲

若

の
凡
て
の
翼

嘉

嘉

羅

軒

る
革
が
用
宗

る
C

項

類

土

地

革

物

家

具

載

造

工

業

横

軸

家

書

及

家

禽

車

道

財
産
溌
tJ囲
宮
統
計

日

本

銀

行

調

査

明
治
三
十
八
年
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≡
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rT宍

八三
､豊
田

】FOy､宍
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ニ
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完
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国
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I
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輔

矧

明
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建
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家
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金
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地
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凍

愈

飴

白
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産
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恩
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瓦
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P
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十
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集
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倉

祉

頒

粛威

追

砥
信

智

へ
童
､言
八

品

九登
､益

九

電

許

三
五
､F
]ゼ

貯

寄

銀

行

私

設

蛾

斌

計

空
○書

rIZIL.
八
昌

十

蒜

翠
計

外
債
差
引
(△
)

●■

監

1八〇
.OD
O

童
､忘
一｢O
Er七

△

EOh1.E
l六

林

産

品

工

産

品

頚

産

品

輸

入

品

描
洞
川

及
:措

淘

樹

木

魁
造
工
業

器

械

地
方
域
適
軌
追
及
串
用
感
道

諸

事

水

道

橋

梁

者
省
所

有

別

産

皇

室

財

産

実

地

債

権

超

過
(十
)

固

官

絶

街

(
ゼ
'
八苦

.

)]'
喜

O

.皇
0

宍
六
､九
10

四
円W
完
〇

四
､莞
火
､九
人O

E
.空
FT､空
0

一､10
T'謡
0

一､二
〇
､宮
口

一八
一､九
OO

岩
九
､OB
D

呈
Er'九
rlD
ノ

1
.芸
へ､望
0

三
七
.rr(0

V
完
]3'へ
TO

芸
大
､
≡
O

八六
､0
召
､O
gO
i･E

此
方
技
に
よ
る
W
.
我
国
の
国
富
が

如
何
Ll
ろ
種
類
よ
-
成

っ
て
ゐ
る
か
ゞ
明

E
L･･
る

'
然

し
同

時

に
我

国

の

国
富
が
各
挺
済
ま
鴫
の
問
に
特
に
谷
私

経
済
の
間
L=｡
如
何
に
分
胤
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
は
､
垂
-
知
る
を
緯
t･.
い
の

で
あ
る
O
又
此
統
計
が
'
官
公
私
有
の
全
都
の
富
を
蓮
し
て
ゐ
る
事
も
確
で
あ
る
'
然
し
皇
室
財
産
'
国
有
公
共

囲
硯
所
有
の
富
の
金
銀
評
贋
が
果
し
て
正
確
t･J

や
否
や
に
至
っ
て
は
'
断
言
を
博
か
る
の
で
あ
る
O
即
ち
此

方

法
の
長
所
が
同
職
に
短
所
を
示
し
て
ゐ
る
三
石
ふ
革
が
山
凍
る
｡

財
産
稔
ご
国
富
銀
計

節
十
四
埴

(弟

Z
戟

二
二
五
)

二
二
五



財
産
税
,,
圃
官
統
計

弟
十
四
盤

へ窮

7
概

二
二
六
)

二

二

大

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

.
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
▼
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

物
的

方

法

を
官

有

私

有
の
金
財
産
に
価
す
に
嘗
･,
望

息
す

べ
き

は
'

国

民

経
済

を

限
界

k)
し
て
富
を
計
算
し
励

振
賓
複
の
無
き
椋
に
す
る
革
で
ゐ
乙
O
,L･'結
光
'

1
.
外
聞
人
又
は
外
国
政
府
に
封
す
る
倍
僻
は
ブ
ラ

ス

に
計
罪
L
､
外
国
人
又
は
外
国
政
府
よ
-
の
債
務
は
マ

i,
ナ
ス
に
警

ね
ば
Ll
ら
ぬ
｡

二
'
私
有
の
富
の
内
部
に
放

て重
複
を
避
く
る
草
は
云
ふ
迄
も
無
い
が
､
同
時
に
私
有
の
富
ビ
易
有
の
宵
と
の

二
重
計
竿
で
防
が
ぬ
ば
な
ら
ぬ

'例
へ
ば
公
債
､
紙
幣
'
補
助
貨
等
を
私
経
済
に
て
ブ
ラ
ス
･,,
薮

へ
る
塀
に
は
､

頁

に
感
じ
た
ろ
富
を
各
組
潜
に
放
て
マ
イ
ナ

ス
･L,す
る
か
'
犬
は
公
超
滑
の
宵
を
凡
て
括
か
す
代
-
に
公
債
紙
幣

∵

､
‥｡
..
;.
.

∵

.
'J
.
..
∵

､
..
I..

･'
･
.

･

i
'
･

.
'･.･.
4
'

.
小
-
･

丁

て
調
べ
る
讐

は
,
通
常
此
方
警

撰
用
す
畠

で
あ
る
.
此
場
令
公
債
,
社
債
･
補
助
墓

は
別
に
顧
慮
す

髄
等
の
富
k
.rノ
ラ
ス
に
計
昇
す
る
に
は
'
此
に
動
感
す
る
金
頻
を

マ
イ
ナ
ス
と
し
て
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

･}

､
.
.
.

-...
..I

.-･
･･J

..･

.

∴

ト
.
･J
.
.
､.

･
_,..

･J:
･.

･]･
･･

,
I,
.･

,

:る
に
'
両
者
を
引
離
す
難
に
秋
階
が
存
す
る
の
で
あ
る
｡
個
国
富
の
大
完
LJ
る
私
有
財
産
の
調
査
に
就
て
も
.
逮

恨
の
紫
が
少
-
L=b
い
'
か
-
て
人
翰
方
法
が
生
れ
tJr:



●●●●
人的方蟻は

'
掴
苗
A
･J壬
鵜
的
に
其
卵
塊
者
に
流
て
調
査
す
る
方
法
で
あ
る
e

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

此
方
姑
の
長
所
は
'
国
富
一竹
重
所
有
者
に
就
て
意
的
に
捕
捉
し
'
従
っ
て
国
富
の
中
私
有
財
産
_こ
屈
せ
る
,も
の

を
此
校
的
正
確
に
示
す
雑
に
存
し
て
ゐ
る
O
故
に
此
が
短
所
と
し
て
'
国
富
の
質
的
分
樹
が
放
け
'
同
職
に
私
有

公
有
全
部
を
綜
合
し
た
る
蹴

1
的
国
富
の
計
罪
が
不
充
分
u
な
る
虞
が
あ
る
0

人
的
方
法
は
'
私
有
財
産
3i･,p中
心
亡
す
る
が
故
に
'
通

常租
税
統
計
を
其
材
料
U
し
て
ゐ
る
.
W
a
g
ner
は
間

接
滑
費
枕
'
流
通
税
'
牧
名
取
の
諸
統
計
に
迄
老
嬢
を
進
め
て
ゐ
る
が
'
遠
に
は
其
重
な
る
,J
の
即
ち
'
所
得
税

にこ
よ
る
も
の
と
.
相
模
祝
を
基
礎
亡
す
る
も
の
く

財
産
硯
に
よ
る
方
珪
亡
の
三
種
に
分
ち
説
明
を
加
え
る
.

1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ー

所
得
税
に
よ
る
方
法
は
'
所
得
税
の
課
枕
物
件
た
る
所
得
金
額
を
草
花
し
て
'
元
本
財
産
を
推
･.托
す
る
の
七

あ

る
｡

一
般
所
得
税
を
採
用
せ
る
囲
～)
個
別
所
得
税
の
国
亡
に
よ
-
'
或
は

1
定
の
飛
散
を
周
ひ
又
は
種
々
の
乗
数

に
よ
っ
て
ゐ
ろ
が
'
原
理
は
同
じ
で
あ
る
'
只
財
産
の
中
に
は
所
得
を
生
せ
ざ
る
も
の
み
-
､
所
得
を
欝
す
ら
所

得
税
を
売
る
1
ゐ
-
'
又
所
得
の
利
廻
を
異
に
す
る
あ
-
'
従
っ
て
財
産
琴
刀
の
乗
数
を
葎
見
す
る
に
非
常
な
る

困
錐
を
搾
ふ
の
で
あ
る
0
倍
其
斎
す
所
得
が
小
堺
な
る
が
餌
に
所
得
税
を
免
除
せ
ら
る
1
財
産
あ
る
が
散
に
'
多

少
此
黙
々
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
｡

次
に
和
泊
枕
に
よ
る
方
法
を
挙
げ
る
事
が
出
挙

O
;
相
磯
枚
の
課
税
物
件
た
る
相
額
財
産
に
.
財
産
移
動
の
平

均
年
限
の
敏
を
乗
じ
'
国
富
を
昇
だ
す
る
の
で
あ
る
.
所
得
税
の
課
税
物
件
が
所
椿
Ll
ろ
に
反
し
'
相
槻
税
の
詐

財
産
扱
JJ囲
甘
統
計

所
十
四
番

(折
丁研
二
二
七
)

二
二
七
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肝
産
挺
亡
圃
嘗
故
計

第
十
凹
怨

(筋

7
親

二
T
六

し

こ
二
入

棺
物
件

は
財

産

で
あ

Io

か
ら
.
研
裸
還
元
の
手
敬
は
省
け
る
謬
で

あ

る
が

r
僻

種

々

の
岡

林
を
免

れ

な
い
の
で
あ

る
｡
第

7
に
実
弟
杓
事
件
の
起
る
特
'
例

へ
は
大
富
豪
の
死
せ
る
場
合
の
如
き
'
共
を
如
何
にこ
取
扱
ふ
べ
き

が
'

相
輯
穂
を
覚
る
～
財
産
を
如
何
に
考
慮
す

べ
き
か
等
の
問
題
が
あ
る
｡
琴

Tに

一
倍
年
の
相
栢
財
産
,J
乗
す

る
財

産
移
動
の
平
均
年
限
を
如
肘
にこ
し
て
決
す

べ
き
か
の
難
問
が
伴

ふ
｡
財
…座
移
動
の
平
均
年
限
は
茸
池
平
均
幕
命
を

老
木
w
L
て
算
定
せ
ら

れ
て
ゐ
る
O
然
し
平
均
鳶
命
な
る
も
の
～
中
に
は
､
相
府
者
の
平
均
寿
命
の
み
な
ら
ず
少

年
幼
時
に
死
亡
せ
し
者
の
夫
れ
を
も
含
む
で
ゐ
る
か

ら
.
之
が
修
正
-こ
も
骨
が
折
れ

る
の
で
あ
る
O

か
く
の
如
-
'
所
得
税
相
続
税
に
よ
る
方
法
は
'

一
得

7
柴
ゐ
-
'
何
れ
も
不
完
全
の
域
を
既
し
な
い
｡
京
に

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
-
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

財
産
税
に
よ
る
人
的
方
法
が
生
れ
て
衆
だ
の
で
あ
る
､
此
方
法
は
各
私
経
済
玉
髄
に
つ
き
恒
身
に
其
財
産
金
織
を

荊

べ
る
の
で
あ
っ
て
'
詞
は
ゞ
財
産
の
閥
勢
調
査
U
も
名
付
-

べ
き
'
正
確
な
る
方
法
で
あ
る
｡
私
有
財
産
の
合

計
の
み
な
ら
す
'
共
且腰
の
大
小
を
財
産
所
有
革
り
1
々
に
つ
き
新
井
す
る
難
に
､
猫
特
の
長
所
が
存
し
て
ゐ
る
'

財
産
税
の

徴枕
頚
の
大
な
る
を
統
計
蛍
の
二

郎

Ĵ･J蹄
聯
す
る
畢
者
あ
る
は
'
垂
-
此
意
味
に
外
乍
ら
氾
o
魚
は
､

財
産
鞘
に
よ
る
此
人
的
方
法
に
挙

さ
'
貨
幣
慣
鯨
の
国
富
統
計
を
作
製
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
0

人
的
方
法
は
'
所
得
税
相
枇
仰
LI
J･-

幼
稚
:け
る
方
法
は
も
･f,
よ
-
､
財
産
株
に
基
-
進
歩
し
た
る
万
故
に
放

て
も
'

戎
方
.E
は
物
的
方
法
に二
劣

っ
て
rt=l
′O
O

第

7
に二
私
有
財
産
を
壬
E
L
官
公
有
の
富

の
調
査
を
閑
却
せ
る

垂

'
琴

'Jに
閉
篭
っ
塵
に
蕃

LI
分
類
を
ま
と
し
贋
に
上
る
分
損
を
撃

こ
せ
る
革
が
'
共
生
L
t
る
映
鮎
で
あ
る
.
玄



に
入
時
物
的

洲
方
弦
を
折
衷
し
だ

る折
衷
方
法
が
生
れ
て
来
た
の
で
あ
る
｡

○
●
●
●

.折衷i1t法は
二
つ
の
特
色
を
有
し
て
ゐ
る
0

其
範
鵬
に
S
'で
は
､
塁

侶
私

有
同
朋
任
を
綱
耗
･1

る
雛
に二
物
的
方
法
の
LuB
席
を
捕
え
て
ゐ
ろ
'
而
し
て
私
葡
財

産

の

調
査
の
不
完
全
を
<
的
方
接
に
て
補

っ
て

虹
る
の
で
ゐ
t･<-･｡

攻
に
国
富
の
分
損
に
就
で
は
'
物
的
万
故
が
富

の
賓
の
み

を本
位
･/J
せ
る
に
反
し
､
各
所
有
財
産
の
量
の
大
小

を
も
考
慮
に
入
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
Lろ
.

余
は
'
私
有
財
産
を
中
心
E
L
た
る
越
富
統
計
を
作
製
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
礎

っ
て
<
約
万
括
塘
_こ
財

産
税
に
基
-
方
牡
を
iii
亡
す
る
串
も
L･1
る
の
は
､
督
然
の
結
果
で
あ
る
｡
然
し
国
富
統
計
た
る
以
上
は
更
に
公
有

財
産
に
J
手
を
伸
ば
さ
ぬ
ば
Ll
ら
ぬ
'
文
盲
の
分
配
を
顧
慮
す
る
亡
共
に
､
進
ん
で
は
富
の
饗
に
よ
る
分
類
に
も

研
究
を
及
ぼ
す
必
繋
が
あ
る
｡
弦
に
始
め
て
､
国
富
統
計
研
究
の
理
想
が
達
せ
ら
れ
る
課
で
あ
る
｡
両
も
我
国
の

㍉

∵

∵

∵

∵

二

㌦

∴

∵

∵

㍉

∵

∵

折
衷
方
法
か･J校
用
し
だ
い
の
で
あ
る
｡
然
ら
ば
'
財
産
税
を
鱒
富
統
計
に
如
何
に
鷹
用
す

べ
き
か
.

財
産
軒
～J固
富
軟
計

節
十
四
番

(節
l
既

二
二
九
)

二
二
九



肝
座
視
tJ同
音
統
計

第
十
四
冶

(節

7
親

二
三
〇
)

二三〇

財
政
相
満
調
査
骨

で

は
'
栽
遜
り
私
有
財
産
絶
軸
を
非
定
し
､
其

中

法

人

に
軍

旗

せ

る
部
分

を軽険
し
'
l差
引

･P
e
lSS
e
E.
は
'
我
国
に
放
て
も
計
井
せ
ら
れ
た
躍
で
あ
る
0
此
調
査
は
'
財
産
税
制
定

の
前
提
億
件
た
る
財

産

枕

一の
課
税
叫件
の
漁
網
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
極
め
て
重
大
な
る
意
味
を
有
し
て
ゐ
る
.
如
何
な
る
理
由
な

す

具
内
禁

明
に
せ
-
れ
て
な
い
が
,
讃
任
あ
る
.軍

-

か
-
定
め
-
-

-
㍗

-

,
余
は

夷

調
査
の
質
問
的
償
塩
に
期
待
す
る
所
が

多
い
の
で
あ
る
0
然
し
察
す
る
所
'
本
調
査
は
物
的
方
法
に
蕃
-
討
鼻

に
止
ま
る
'
愈
々
財
産
税
を
身
碓
す
る
ど

な

る
U
.
否
退

く
亡
も
蜜
施
し
た
る
後
に
放
て
は
'
人
杓
方
法
に
塞
-

.

.I:.

工

.'

喜

'

'

'

'

.

∵

.
･･･
･･
･
1
..･
･_
=L･
･
･

,

I

.

･
(･
.

･
.

･･･

.1

.

7.

.･';
..
..I.
:･･･

ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

軒

LJ
霊

卦

か
卸
針
γ
:(
A
.a
,
財
産
讐

よ
る
人
的
万
警

云
ふ
の
は
,
私
人
の
財
産
を
申

告
し
て
国
富
を

函

べ
'
此
を
貨
幣
贋

値に
換
辞
し
∵
も
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
北
に
感
じ
た
調
査
方
法
を
採
用
せ
ね
は
な
ら
ぬ
O
説

す

る
種
々
の
調
査
qTT
項
を
挙
げ
る
苛
と
す
る
C
傭
我
周
に
は

1
般
所
得
税
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
ろ
か
･1
'
閲
富
統
G.=

～,
国
民
所
得
統
計
と
の
調
和
新
宮
も
明
に
し
て
億
ぐ
｡



r_.
-,

･

第

7
に
私
人
の
富
を
中
心
E
L
で
調
査
す
る
結
果
'

‥

･;
･
J

=

,.
:

.･;

､･･:;･･.

卜
･
.

･

･･.･
-
,･
.
.A
.
.
.
･J

･
I

I

l

･
･

兵
如
何
'
助
産
は
何
れ
に
多
-
'
不
動
座
は
何
れ
に
少
き
か
笠
石
ふ
が
如
き
事
項
を
'
調
査
せ
ね
は
な
ら
ぬ
O
是

㍗

.
I
.
.
.
:.I.

..

:
..;

i
..
1
'.･
.;
..;
I..i

..

..
I

...

.

.

.
:
,-.I.:
+∴

..:

.i.

塁
質
の
差
に
恭
-
資
本
化
の
程
度
如
何
尊
も
講
究
す
べ
き
題
目
で
あ
る
O

I
.･
････
･･,
.
･
･
.
･1
･

･
･
U

I
.･･

･-
_

･
I

_･

･

･

_

･
.

‥

｣

溺
鱒
分
配
の

I)a
reto
と
の
関
係
'
各
種
私
有
財
産
の
利
廻
の
差
等
の
問
過
が
比
で
あ
る
｡

0
0

り

賃
翌

百

位
は
別
u
L
て
'
其
以
外
の
富
は
'
之
を
貨
惰
闇
値
に
換
舞
す
る
に
際
し
'
何
等
か
の
人
為
が

加
は
る
の
で
あ
る
'
此
人
笛
的
影
響
を
避
-
る
虜
め
に二
､
国
富
空
ボ
寸
に
'
絶
封
教
亡
共
に
柏
封
敏
を
併
せ
用
ひ

財
産
税
亡
国
嘗
銃

計

節
十
出
金

(筋
L既
二
三
こ

]H
三
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財
産
牡
t,
固
常
流
計

茄
十
内
港

(蔚

一
班

二
三

二
)

二
三
二

或
は
一
つ
の
薮

字

以

外

に
上
院
と
下
限
亡
を
指
示
す
TO垂

が
必
要

で

あ

る
O

か

の

S
tam
p

が
'
｢
錯

誤
の
有
り
得

べ
き
範
囲
｣
の

7
0
%
以
下
な
る
を
第

一
年
h
･し
､

f
〇
%
乃
至
二
〇
%
な
る

を
第

二等
'

二
〇

%
乃
至
三
〇
%

i-･.
る
を
夢

二
等
亡
し
.
各
国
の
国
富
統
計
の
伝
輯
儲
値

を
明
示
し
た

る
が
如
き
､
二

万
枚
で
あ

る
.

川.

く
∴

･.i･･
･･
:
,I
,

･
-
ト
...･-

･

･

,
･
･
･･･
,･･
･:
･

･‥

1

･.
･･

･

･
､
=
7
･

･
･1

ほ
多
少
共
に
其
影
埠
を
受
-
る
の
で
あ
る
'
縫

っ
て
国
富
の
故
意
,J
撃
動
な
き
際
に
も
.
貨
幣
贋
値
の
廻
動
の
璃

め
に
'
国
富
金
額
が
影
響
せ
ら
る
～
を
免
れ
な
い
｡
散
に
国
軍

で
､
固
定
分
子
LJ
る
貨
幣
亡
可
塑
分
子
た
る
其
他

の
富
亡
に
分
も
'
更
に
可
変
分
子
を
敏
性
の
動
産
亡
鈍
性
の
不
動
産
亡
に
細
分
し
'
場
合
に
鷹
じ
て
麿
正
の
必
巽

を
生
す
る
の
で
あ
る
'
年
特
亡
戦
時
亡
に
よ
･･C/

景
親
不
景
泉
に
よ
-
'
物
贋
に
奨
動
を
生
す
る
際
の
如
き
'
時

に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
､
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

以
上
の
方
法
を
貨
施
す
る
に
嘗
ら
最
も
注
意
す

べ
き
は
'
同

7
機
鋼
が
同

一
方
法
に
よ
-
詳
細
に
調
査
す
る
事

で
あ
る
'財
産
税
に
よ
る
国
富
統
計
の
場
合
に
は
税
務
署
が
之
に
嘗
る
事
と
な
る
が
故
に
二

定方
針を
確
立
し
親

7
時
調
寧
官
試
み
る
事
が
必
要
で
あ
る
.
観
察
に
同
質
性
あ
ら
ば
'
視
察
に
伴
ふ
多
少
の
偏

侍
は常に
同

7
方
向

に
作
用
す
る
が
故
に
､
相
判
数
其
他
の
方
法
智
採
用
し
て
其
映
鵜
を
救
哨
す
る
事
が
出
家
乙一
の
で
あ
る
O
実
質
別

量
別
に
詳
細
の
調
査
を
試
み
て
放
け
ば
､
材
料
の
分
離
統

7
が
研
究
者
の
自
由
に
133
来
る
か
ら
'
非
常
に
好
都
合

で
あ
る
.
所
得
税
に
て
は
累
進
税
率
を
採
冊
L
t
所
得
金
額
の
大
小
に
よ
る
種
々
の
階
段
を
設
け
て
ゐ
る
が
.
財

17) S〔(T-1P OP .=1[,P 444



産
琴
-1
放
て
も
同
様
に
詳
細
な
る
畳
別
を
必
要
と
す
る
｡
此
例
検
車
と
し
て
立
果
せ
ら
れ
て
ゐ
る
財
産
税
に
'
所

‥の
財
産
に
設
-

べ
き
で
あ
る
'J
文
教
別
に
放
て
も
同
様
に
細
分
S
必
毅
が
あ
る
｡

･:=
･.

･･

.

.J

1
.
I
.

･

.

..
-
.

･こ

.､
､
...
､/

..

.こ
こ

.
I
.
.

[･
.
I
..
.

財
産
中
心
僻
代
に二
進
め
り
や
'
府
工
業
伯
代
に
屈
す
る
か
､
戯
兼
聴
代
に
止
ま
れ
り
や
を
脱
字
的
に
明
確
に
す
る

盲

で
あ
る
.

宵

の

問管
明
に
す
-

川
-

㌃

-
や
の
-

～
..賢

進

ん
で
は
,
渦
政
収
入
の
中
租
税
が
如
何
-

地
位
-

む
べ
き
か
,
又
如
何
-

租
税

示
脚
線
の
中
心
化
る
べ
き
か
の
関
越
も
'
囲
笛
の
内
容
智
明
ーこ
す
る
串
.卜
よ
り
'
僻
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

以
上
は
塔
tこ
静
的
に
親
密
し
た
る
に
止
ま
る

'虞
に
動
的
に
親
祭
す
る
と
､
騎
代
が
何
れ
の
方
向
に
動
き
つ
ゝ

あ
り
ゃ
を
tS
す
事
が
帖
凍
る
｡
現
に
我
国
在
衣
の
国
罵
統
計
に
就
て
･も
此
種
の
親
祭
を
施
す
事
が
〓
来
る
の
で
ゐ

財
産
税
,,国
富
統
計

購
十
四
容

(窮
7枕
二
三
三
)

二
二宣
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‥

-

～

肝
産
枚
ミ
固
官
統
計

節
i･
四
容

(舞

一
紙

二
,L)玩

)

二
三
阿

る
C例
へ
ば

'
国
富

絶

餅

に
勤
し
土
地
の
占
む
る
削
合
が
-
明
治

三
十

七

年

の

五

七

%

同

三
十
八
年

の
五
八
%
よ

～,
.
明
治
四
十
三
年
の
五
五
%
又
は
五
四
弱
に
'
更

に
大
更
二
年
の
四
六
%
同
八
年
の
三
三
%
に
ー

道
年
減
少

せ
る
が
如
き
､
興
味
探
き
動
的
材
料
で
あ
る
D
G
il.Jl.C｡
の
盲
を
侶
-
て
云
へ
ば
'
｢我
国
に
放
て
は
土
地
の
占
む
る

こ
れ
我
国
民
経
済
が
農
業
時
代
よ
-
商
工
業
牌
代
に
推
移
せ
る
事
を
暗
示
｣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

是
は
国
民
経
済
上
の
問
題
で
あ
る
が
'
他
の
万
軒
に
於
て
も
同
様
の
胡
零
を
遂
げ
る
革
が
拭
凍
る
O
費
富
の
社
食

的
野
鵬
は
如
何
な
る
趨
勢
を
辿
-
つ
～
あ
-
や
'
就
愈
主
義
者
の
亭

山
が
如
き
資
本
額
中
軸
産
着
費
窮
の
傾
向
が

果
し
て
粥
随
にこ
放
て
存
在
せ
-
や
'
赦
食
間
趨
其
他
の

財
政
上
の
訪
問
超
も
凡
て
国
富
統
計
と
関
連
す
る
所
が
多

…い
の
で
あ
る
｡

-
-
--

-

一

団
拓
統
計
が
'
最

近
に
亨

clr
研
究
室
内
の
賓
験
に
止
ま
ら
す
'
更
に
安
原
家
の
仕
事
に
夜
建
し
た
る
は
'
顕

画

な
る
草
食
で
あ
る
｡
頭

に
我
国
に
放
て
も
'
国
勢
院
の
名
に
放
て
'
推
測
的
の
国
鳥
統
計
が
変
乗
せ
ら
れ
た
る

が
如
き
'
此
榊
の
消
息

を
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.
国
富
垂
魁
の
統
計
は
今
懲
-
括
き
､
少
-
亡
も
私
有
財
産

の
統
計
は
我
国
に
<Tぶ
て
是
非

しヾ
土
光
成
せ
し
め
た
い
も
の
∵
あ
る
7
試
し
畑
政
上
の
主
菜
問
題
た
る
財
産
税
採
否

lの
如
何
も
･
課
税
物
件
誉

私
有財
票

此
奴
的
完
全
に
嫡
捉
し
讐

芸

や
に
よ
っ
て
決
す
る
か
ら
で
雷

O
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仝
Ll
′O
国
富
統
計
を
金
川
.W
億
成
せ
る
我
国
に
於
て
は
'
確
に

7
見
識
た
る
を
矢
は
な
い
V
然
し
是
は

国
富
統
計

-
.･.=:.....･
:
;

･..I

-
･

･

･=

･.

･
･

'

./

.
'･･
./

.
i:
･･
-I
;:
:
.
.

･
"

"

国
富
の
範
囲
,
資
料
の
確
否
を
顧
慮
せ
す
し
て
･
直
に
我
が
国
富
洩
百
億
凶
と
断
言
す
る
が
如
き
は
確
に
漠
然

.I

....

.
･

.

.
,.
.
.
.

..

...

･
･

.

...

.

･.
･.
.

-

.I

.
I
.･

･;
i
...

1産
を
､財
産
税
の
材
料
に
よ
-
､
税
務
勘

-

竺

税
関
を
通
じ
て
訓
告
す
る
の
で
-

.
而
し
て
捕
捉
の
牒
喝

面

幣
闇
値
見
穏
及
び
甥
幣
の
購
貿
力
竣
動
よ
-
生
や
る
韻
謬
を
補
ふ
席
め
に
二

万
錯
誤
の
あ
り
得

(
き
範
囲
を

r

国
富
統
計
の
弊
害
は
二

は
之
を
過
重
す
る
に
望

､
ゐ
る
｡
即
ち
国
富
統
計
に
附
す
る
に
,
管

㍗
猷

針
Ll

富
統
計

7
本
槍
と
以
て
､
社
食
拓
彼
の
問
題
即
ち
箪
備
縮
少
問
題
を
も
倍
償
金
問
題
を
--
又
租
税
負
拷
カ
の
問
題

75
.も

壷

に
解
決
し
苦

ん
与

る
が
響

.
其
適
例
で
あ
る
､魚
は
国
富
統
計
の
各
種
の
調
査
材
料
を
分
析
し
t

l[
.:
.I:1
.
.
.
-I

..]
:.:
Jj

:

I
.-

..
':
し

.
･

:

.
･
'
･
.･L'

-.
:

･

し

.I

::.
.･;
い
､.
I
-..
-.
-.
..
･,
_
.I:
I
.1

･
.
'
:
､･..:
..
-
那
.
.
I:.･
.
.
･'
.1
..

‥し
‥

､
'
.
こ

,

兎
地
よ
-
し
て
'
財
産
税
の
制
定
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
.

即
産
税
.J固
嘉

計

償
十
T
T
El
盤

(弟

r
戟

二
三
五
)

二
三
五


